
国道4号茶畑地区電線共同溝ＰＦＩ事業の実施に関する方針等の訂正表（令和6年9月11日）

令和6年8月28日に公表した「国道4号茶畑地区電線共同溝ＰＦＩ事業 実施方針及び要求水準書（案）」に関し、以下の通り訂正する。

No. 資料名 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 訂正前 訂正後

1 実施方針 8 第2 3
民間事業者の募集及び
選定に関する手順・ス
ケジュール

３ 民間事業者の募集及び選定に関する手順・スケジュール ３ 民間事業者の募集及び選定に関する手順・スケジュール

2
要求水準書
(案）

10 第2 1 (7) 設計図書等の提出

（７） 設計図書等の提出
事業者は、工事着工予定日の１ヶ月前までに、共通仕様書に基づ

き以下の設計図書等を作成し、東北地方整備局に提出するものとす
る。

なお、業務履行中、東北地方整備局より中間成果を求められた場
合、速やかに提出するものとする。

本業務の設計図書等は電子納品とする。電子納品とは、本業務の
最終成果物を電子データで納品することをいう。

提出する成果物は以下のとおりとする。
①「土木設計業務等の電子納品要領（案）」に基づいて作成した

電子データ３部受注者は、「土木設計業務等の電子納品要領
（国土交通省・令和5年3月）に基づいて作成した電子データに
より成果物を提出するものとする。上記に記載が無い項目につ
いては、東北地方整備局と協議のうえ決定するものとする。な
お、電子納品に対応するための措置については「電子納品運用
ガイドライン【業務編】（国土交通省令和6年3月）」に基づく
ものとする。

（７） 設計図書等の提出
事業者は、工事着工予定日の１ヶ月前までに、共通仕様書に基づ

き以下の設計図書等を作成し、東北地方整備局に提出するものとす
る。

なお、業務履行中、東北地方整備局より中間成果を求められた場
合、速やかに提出するものとする。

本業務の成果品の納品は、「オンライン電子納品実施要領業務編」
に基づき、オンライン電子納品を行うものとする。

オンライン電子納品は、発注者が用意した電子納品保管管理シス
テムへのオンラインによる納品を原則とする。

オンラインによる納品が実施できない場合は、東北地方整備局と
協議の上、電子媒体に格納して納品するものとする。

3
要求水準書
(案）

14 第2 4 (1) 設計項目

４ 詳細設計業務
（１）設計項目

① 電線共同溝修正設計

４ 詳細設計業務
（１）設計項目

① 電線共同溝詳細設計



国道4号茶畑地区電線共同溝ＰＦＩ事業の実施に関する方針等の訂正表（令和6年9月11日）

令和6年8月28日に公表した「国道4号茶畑地区電線共同溝ＰＦＩ事業 実施方針及び要求水準書（案）」に関し、以下の通り訂正する。

No. 資料名 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 訂正前 訂正後

4
要求水準書
(案）

19 第3 1 (4) 工事書類簡素化の施行

（４） 工事書類簡素化の施行
本工事は、「工事書類の簡素化」の試行工事である。対象の工事

書類および試行内容については、下表のとおりとする。

（４） 工事書類簡素化の施行
本工事は、「工事書類の簡素化」の試行工事である。対象の工事

書類および試行内容については、下表のとおりとする。

5
要求水準書
(案）

23 第3 1 (16)
特定建設資材の分別解
体等・再資源化等

（１６） 特定建設資材の分別解体等・再資源化等 （１６） 特定建設資材の分別解体等・再資源化等

6
要求水準書
(案）

25 第3 1 (20)
現場環境改善（快適ト
イレの設置）

（２０） 現場環境改善（快適トイレの実施） （２０） 現場環境改善（快適トイレの実施）
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No. 資料名 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 訂正前 訂正後

7
要求水準書
(案）

27 第3 3 (1) 残土受入地

３ 工事業務
（１） 残土受入地

残土受入地は東北地方整備局の指示する滝沢市大崎地内（国道4
号S51.1kp）に運搬し、敷き均すものとする。

３ 工事業務
（１） 残土受入地

残土受入地は東北地方整備局の指示する滝沢市大崎地内（国道4
号551.1kp）に運搬し、敷き均すものとする。

8
要求水準書
(案）

2 別紙1 - - 用語の定義

別紙１ 用語の定義 別紙１ 用語の定義


